
（別紙６）

公表日

利用児童数

チェック項目 はい
どちらとも

いえない
いいえ ご意見 ご意見を踏まえた対応

1
訪問支援員からの助言や説明は、具体的でわかりやすく、取

り入れやすいものですか。
89% 11% 0%

2
訪問支援員の支援に対する知識・技術等に満足しています

か。
89% 11% 0%

3
訪問支援員は質問に対して、適時・適切に回答してくれてい

ますか。
44% 56% 0%

学校訪問時に担当者とゆっくり話す時間がとれな

い場合もあるため、質問を受ける機会が少ない。

訪問時に質問シートをお渡しして、質問があった

場合は、保護者経由で受け取るようにすることを

検討している。

4
保育所等訪問支援を利用したことで、課題や困りごとが解消

または軽減されましたか。
67% 33% 0%

課題の共通理解が深まるように、学校と連携して

ニーズ整理をしていかなければいけないと感じて

いる。

5 事業所からの支援に満足していますか。 67% 33% 0%

・教師から、いつも保護者に伝えていることでも、支援員さんからも「そうだよ」と伝えていた

だけることで、保護者が腑に落ちる場合が多くあり、助かりました。

・学校の様子を定期的に見に来ていただき、共通理解のもと指導ができた。

・子どもへの対応の仕方について相談させていただき、自分自身の指導の仕方をふり返る機会に

なった。また、子どもの学校での頑張りを保護者にその都度伝えていただいていることで、学校

と家庭をつないでくれていると感じる。

・本来は生徒の様子を見るための訪問だと思うが、教師の悩み聞いていただいてありがたかっ

た。

・学校と連携していただき、より課題や様子、成長などが分かった。

きぼうっこ逆瀬川の訪問支援は、①子どもに対する支援、②家族に対する支援、③学校の担当

者に対する支援を行っています。事業所で習得したソーシャルスキルが、事業所外でも活用

し、継続できるように訪問支援員が学校を訪問し、学校での取り組みについて提案させていた

だき、子どもが日常の様々な場面でソーシャルスキルを発動する機会を設け、成功体験を増や

す支援を行っています。

子どもの様子を見学し、課題解決に繋げることはもちろん、保護者や学校の担当者との連携が

支援として重要であると考えています。保護者と学校との共通理解が深まると、子どもの成長

につながります。そのため、必要に応じて保護者と学校との橋渡し役を担うこともあります。

子どもが安心・安全に学校生活を過ごすことができるように、今後も専門性の高い訪問支援を

実施できるように努めます。

事業所名
令和　7　年　　2　月　　6　日

障害児通所支援事業　きぼうっこ逆瀬川
14　名　　回収数　　80%

その他のご意見 ご意見を踏まえた対応

訪問先施設からの事業所評価の集計結果公表


